
『日本情報経営学会誌』特集論文の原稿募集

　日本情報経営学会では、以下の特集で会員の皆様から研究論文を募集いたします。奮ってご応募下さい。

・32巻2号「高等教育機関におけるPBLの意義」（2011年9月発行予定）

　　　近年、高等教育機関における情報教育の一手段として、プロジェクト / 問題基盤型学習 PBL（Project-Based / Problem-Based Learning）が採用・実施されている。このPBLは、知識やスキルの習得だけでなく、それが業務・実務でどのように活用されるのかを模擬的経験を通して学習する、実習・演習形式の新たな学習スタイルとして注目されている。ただ、従来から企業等の新人研修において実施される事例が多くある中、高等教育機関におけるPBLの実施およびその効果について賛否の声が聞かれる。本特集では、高等教育機関におけるPBL実施の意義について、特にPBLの学生に対する効果やPBLにおける企業連携のあり方等、その実施事例を踏まえて議論したい。
　　　応募締切：2011年4月末日

　　　原稿締切：2011年6月末日

＊特集論文募集にあたっては、下記の応募フォーマットに必要事項を記入の上、メールにてご応募下さい。

　〒464-8601　名古屋市千種区不老町　名古屋大学大学院環境学研究科

　　　　　　　　　　　　　涌田　幸宏

　　　　　　　　　　　　　E-Mail；wakuta@info.human.nagoya-u.ac.jp
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